
 

燃ゆる感動 かごしま国体セーリング競
技会    JAPAN National Sports 
Festival Sailing 

Question for Officials

Date: 2023-09-04

Question No: 01
Question For: Organizing Authority

Question:
⽇本セーリング連盟 事務局 御中
 
 いつもお世話になります。
 ⾒出しの件について、下記の質問があります。
 
 ３安全
 （１）3.1   ⽀援者艇は、法定備品に加えて以下を艇に積み込んでいなければならない。
  ‧無線機を積むことになっておりますが
 ①電源のオン‧オフを受け取りの際に受付と⽀援者で確認
 ②レースが始まる前に感度のチェックをした⽅が良いと思います。
 （２）3.1.2 レース海⾯の深さに対する適切なアンカー及び索具
  ‧レース海⾯の深さは何メートルくらいありますか。
 （３）3.1.4 競技者確保済を識別するための主催団体が⽤意するカラーリボン
  ‧カラーリボンは、いつ配布されますか。
 
 ５特別安全規定
 （４）5.1 ⽀援者艇に救助協⼒を要請する場合、シグナルボートまたは運営艇にＶ旗を掲揚す
 る。
  ‧昨年の栃⽊国体でピンク旗が⾒にくかった。
  ‧遠くからでは、何が揚がっているのわからない。
  ご提案です。 
①１番⾼いところにV旗を揚げる。
 ②他のフラッグより⼤きいV旗を作成する。（⼤きければ⼤きいほど視覚に訴え
られると思います。）
  安全確保が優先させる事態であるため、誰が⾒ても（海上‧陸上とともに）異
変に気付けるようにした⽅が良いと思います。
 ③シグナルボートと運営艇以外に陸上でもＶ旗の掲揚をする。
  海上にいる⽀援艇だけでなく、陸上に戻っている⽀援艇にも知らせた⽅が良い
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と思います。
  救助艇が多ければ、リスクが減っていくと思います。
  国体前の⼤変忙しいところ申し訳ありませんが、 ご検討いただけると幸いです。 

Answer:
３安全
 （２）3.1.2 ⽔深15〜50m 
※⽔深20~30mでアンカーリング出来ることを推奨する。
 （３）3.1.4 受付登録時と随時必要だと思われるときに追加配布します。
 
 ３安全 （１）3.1 及び、５特別安全規定
  ご意⾒ありがとうございます。安全に⾏えるよう努⼒します。
レース委員会
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